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①
職
員
給
与
の
実

態
は
。

②
残
業
手
当
の
実
態
は
。

③
管
理
職
の
給
与
、
手
当

等
の
実
態
は
。

　

①
国
家
公
務
員
と

比
較
し
低
い
水
準
で
す
。

②
残
業
手
当
の
多
い
月
は

４
月
、
１
ヶ
月
の
金
額

は
１
２
２
３
万
円
、
住

民
移
動
、
人
事
異
動
事

務
引
き
継
ぎ
等
の
た
め

で
す
。

　
　

時
間
外
命
令
は
、
所

属
長
が
指
揮
監
督
、
業

務
分
担
し
他
の
部
署
と

支
援
体
制
を
し
、
時
間

外
勤
務
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③
管
理
職
給
与
、手
当
は
、

行
政
職
給
料
表
１
表
、

部
長
６
級
、
管
理
職
手

当
６
万
８
千
円
、
課
長

５
級
、
管
理
職
手
当

４
万
３
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

①
自
治
公
民
館
等

の
考
え
方
は
。

②
各
自
治
公
民
館
等
の
年

間
経
費
の
実
態
は
。

③
避
難
所
の
耐
震
強
度
、

要
介
護
者
の
対
策
は
。

④
各
自
治
会
の
実
態
に
応

じ
、
住
民
目
線
で
の
公

平
設
置
、
公
平
負
担
、

公
平
利
用
形
態
は
。

　

①
昭
和30
年
か
ら

補
助
事
業
を
活
用
、40

年
代
、
住
宅
開
発
、
民

間
開
発
業
者
と
協
定
を

結
び
設
置
、
ま
た
、
国

の
補
助
事
業
、
地
域
の

要
望
に
沿
っ
た
様
々
な

名
称
、
形
態
で
設
置
、

地
域
の
活
動
拠
点
と
し

て
重
要
な
位
置
づ
け
と

考
え
て
い
ま
す
。

②
年
間
維
持
費
は
、

１
０
０
０
世
帯
で
約

６
０
万
、３
０
０
世
帯

で
約
数
万
円
で
す
。

③
各
自
治
会
集
会
所
等
の

耐
震
診
断
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
村
補
助
を
活
用

し
、
各
集
会
所
等
の
老

朽
化
に
伴
い
外
壁
や
屋

根
、
水
回
り
の
改
修
、

要
介
護
者
の
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

④
設
置
の
経
緯
が
異
な

り
、
必
ず
し
も
公
平
で

あ
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
自
治
会
連
合
会
、

各
自
治
会
と
協
議
し
、

今
後
の
方
向
性
を
見
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

①
公
営
ア
パ
ー
ト

の
考
え
方
は
。

②
民
間
ア
パ
ー
ト
の
借
り

上
げ
の
考
え
は
。

③
低
所
得
者
の
住
居
対
策

の
考
え
方
は
。

　

①
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
に
足
り

る
住
宅
を
整
備
、
村
営

住
宅
を10
棟
管
理
運
営

し
て
お
り
ま
す
。

②
時
期
に
応
じ
研
究
検
討

し
ま
す
。

③
住
宅
に
困
窮
す
る
低
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
当

面
関
係
部
署
が
連
携
し

個
別
に
対
処
し
ま
す
。

　

県
、
村
指
定
の
無

形
民
俗
文
化
財
の
活
動
、

保
存
に
つ
い
て
次
の
二
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
県
指
定
を
受
け
た
篠
木

神
楽
の
活
性
化
策
と
支

援
策
に
つ
い
て

②
村
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
の
活
性
化
策
と
支

援
策
に
つ
い
て

　

①
篠
木
神
楽
は
、

３
５
０
年
以
上
も
前
か

ら
受
け
継
れ
、
昨
年
５

月
に
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
　

活
動
の
様
子
は
村
広

報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、
今

後
の
広
報
活
動
に
つ
い

て
も
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

②
村
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
は
、３
団
体
あ

り
、
村
郷
土
芸
能
保
存

団
体
協
議
会
が
設
立
さ

れ
て
お
り
ま
す
。　　

　

こ
れ
か
ら
も
、
郷
土

芸
能
の
情
報
発
信
、
活

動
と
発
表
の
場
の
確
保

を
含
め
た
環
境
整
備
に

つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

中
高
大
学
生
、
一

般
の
方
々
の
就
職
活
動

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
と

状
況
に
よ
っ
て
き
め
細
や

か
な
支
援
が
必
要
で
す
。

村
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
地
域
職
業
相
談
室
の
利

用
状
況
に
つ
い
て

②
中
高
大
学
生
の
就
労
支

援
策
に
つ
い
て

③
一
般
の
方
の
就
労
支
援

策
に
つ
い
て

④
身
体
障
が
い
者
の
就
労

支
援
に
つ
い
て

　

①18
年
度
に
比
べ

23
年
度
は
１.
５
倍
強

の
大
幅
な
利
用
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

②
国
で
は
卒
業
後
３
年
以

内
に
正
規
雇
用
し
た
事

業
主
へ
奨
学
金
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
村
で

は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
、
勤
労
観
、
職
業

観
の
育
成
に
役
立
つ
学

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
直
接
の
対
応
を
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
国
、
県
の

各
種
制
度
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
就

労
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

④
障
が
い
者
の
雇
用
の
場

の
確
保
の
た
め
各
種
助

成
金
、
奨
励
金
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

職
員
給
与
・
手
当
の
実
態
は

無
形
民
俗
文
化
財
の

　
　
　活
性
化
、
支
援
策
は

他
の
部
署
で
支
援
体
制
、

時
差
出
勤
で
時
間
外
手
当
削
減

活
動
の
活
性
化
、

　
　支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
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本
村
の
い
じ
め
の

実
態
と
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

い
じ
め
の
実
態
は

表
の
通
り
で
、本
年
度 

1

学
期
ま
で
は
、
小
学
校
で

2
件
、
中
学
校
で2
件
で

す
。
ま
た
、
い
じ
め
は
す

べ
て
解
決
し
て
い
ま
す
。

　

い
じ
め
の

対
策
と
し
て
、

昨
年
度
ま
で

各
学
校
に
い

じ
め
問
題
へ

の
取
り
組
み

の
徹
底
と
ア

ン
ケ
ー
ト
調 

査
の
実
施
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
今
年

7
月
の
い
じ
め
問
題
の
報

道
後
、8
月
の
校
長
会
議

で
は
、
独
自
に
作
成
し
た

資
料
を
基
に「
い
じ
め
を

許
さ
な
い
学
校
づ
く
り
」

を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
全
校
集
会
等
で

ガ
イ
ダ
ン
ス
し
た
り
、
校

報
で
児
童
生
徒
、
保
護
者

に
啓
発
し
た
り
す
る
こ
と

で「
い
じ
め
防
止
の
指
導
」

に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
改

め
て
指
導
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
職
員
間
の
共

通
理
解
を
図
る
よ
う
に
、

い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に

つ
い
て
通
知
し
て
い
ま
す
。

不
登
校
の
実
態
と
要
因
は

　

本
村
の
不
登
校
の

実
態
と
要
因
、
取

組
み
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

不
登
校
の

過
去5
年
間
の
実

態
は
表
の
通
り

で
、22
年
度
の
不

登
校
出
現
率
は

0.
8
9
%
で
す
。

　

不
登
校
の
要
因
は
、
小

学
校
で
は「
不
安
な
ど
の

情
緒
的
混
乱
」37
%
、「
親

子
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
」

 

33
%
、「
い
じ
め
を
除
く

友
人
関
係
を
め
ぐ
る
問

題
」23
%
な
ど
で
す
。

　

中
学
校
で
は「
い
じ
め

を
除
く
友
人
関
係
を
め
ぐ

る
問
題
」29
%
、「
無
気
力
」

27
%
、「
不
安
な
ど
の
情

緒
的
混
乱
」26
%
な
ど
で

す
。
小
・
中
学
校
と
も
に

い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

回
復
に
効
果
が
あ
っ
た

学
校
の
措
置
は
、「
電
話

を
か
け
迎
え
に
行
っ
た
」、

「
保
護
者
の
協
力
を
求
め

て
家
族
関
係
や
家
庭
生
活

の
改
善
を
図
っ
た
」、「
家

庭
訪
問
を
行
い
学
業
や
生

活
面
で
の
相
談
に
の
っ

た
」

 

の3
点
が
小
・
中
学

校
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
取
組
み
を
通
し

て「
明
る
く
楽
し
い
学
級
、

 

学
校
」
の
実
現
が
、
予
防

的
取
組
み
と
し
て
重
要
で

す
。
そ
の
よ
う
な
望
ま
し

い
風
土
づ
く
り
の
醸
成
に 

向
け
て
、
今
後
と
も
学
校

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

村
が
目
指
す
市
の

あ
る
べ
き
姿
を
求
め
行
政

体
制
、
そ
し
て
地
域
環
境

整
備
の
推
進
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
５
万
４
千

人
を
超
え
た
本
村
の
消

防
署
業
務
を
見
る
と
、
火

災
件
数
・
救
急
車
の
出
動

件
数
な
ど
が
増
加
し
て

お
り
、
地
域
の
防
災
体
制

と
し
て
既
に
分
署
の
域

で
は
な
い
と
考
え
質
問

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
分
署
業
務

で
住
民
に
対
し
課
題
は
無

い
か
。

　

警
防
体
制
で
は
、災

害
時
に
分
署
長
、
大
規
模

災
害
時
に
は
盛
岡
西
消
防

署
長
の
指
揮
下
と
な
り
、

確
実
に
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
予
防
体
制
は
、
分

署
で
予
防
査
察
や
警
防
調

査
を
実
施
し
て
い
る
他
、

各
地
区
の
消
火
訓
練
な
ど

で
指
導
を
し
て
お
り
、
特

段
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

課
題
と
す
れ
ば
、
建
築

確
認
の
同
意
な
ど
火
災
予

防
関
係
の
書
類
の
決
裁
手

続
き
に
若
干
日
数
を
要
し

て
い
ま
す
。

　

消
防
署
に
昇
格
し
た
場

合
は
、
事
務
の
円
滑
か
つ

迅
速
に
処
理
さ
れ
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

消
防
署
昇
格
に
つ

い
て
の
検
討
は
。

　

人
口
の
増
加
及
び

高
齢
化
で
救
急
業
務
が

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
消
防
署
昇
格
に
よ
り

業
務
執
行
体
制
の
充
実
強

化
が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
課
題
と
し

て
捉
え
て
い
ま
す
。　　

　

ま
た
、
昇
格
要
件
と
し

て
署
長
、
副
署
長
並
び
に

市
隊
長
３
人
の
計
５
人
の

人
員
増
と
業
務
体
制
に
合

わ
せ
た
事
務
室
等
の
確
保

も
必
要
と
な
る
た
め
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
長

期
的
な
観
点
で
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

災
害
予
防
計
画
に

あ
る
風
水
害
、
震
災
対
策

な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

　

今
年
度
、総
合
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
被
害
が
想
定

さ
れ
る
箇
所
や
避
難
所
を

地
図
に
示
す
ほ
か
、
マ
ッ

プ
の
活
用
で
地
域
・
家
庭

で
の
防
災
力
向
上
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

問

問問

答

答

答

答答

い
じ
め
の
実
態
と
対
策
は

盛
岡
消
防
署
滝
沢
分
署
の

　
　
　
　
　消
防
署
昇
格
は

い
じ
め
を
許
さ
な
い

　
　
　
　学
校
づ
く
り
を
す
る

財
政
状
況
に
よ
り

　
　
　長
期
的
な
観
点
で
検
討

柳村　一議員

熊谷 初男議員

しののめ会しののめ会

一新会

年度 小学校 中学校 合計
21 3 0 3
22 3 6 9
23 3 5 8

年度 19 20 21 22 23
人数 66 63 60 44 47


